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外 科 的 皮 膚 ・軟 部 組 織 感 染 症 に 対 す るME1207の 臨 床 的 検 討

清 水 宏 之 ・石 引 久 彌

慶磨義塾大学医学部外科学教室*

新 規 エ ステ ル型経 ロセ フ ェム剤 であ るME1207を 外 科 的皮 膚 ・軟部 組織 感 染症5例 に投与

し,そ の臨床 効 果 な らびに安 全性 につ い て検 討 した。対 象疾 患は肛 門周 囲膿瘍2例,感 染 性粉

瘤,鼠 径 リンパ 節炎,乳 腺炎 の各1例 で,本 剤 を1日600mg,7～16日 間 食後 に投 与 した。臨

床効 果 は肛 門周 囲膿 瘍の やや 有効1例 を除 き,4例 が著効 の成 績 であ った。 また,投 与 前に4

例 よ り5菌 種6株 が分 離 されたが,い ず れ も投 与終 了時 に消失 を認 め た。 安全性 では,検 討 し

た5例 全 例 に 自他 覚 的副 作用 は 認め られ ず,臨 床 検査 が実 施 され た2例 に検 査値 の 異常化 は確

認 され なか っ た。
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ME1207は 明 治 製 菓株 式 会 社 が 開 発 中 の エ ステ ル

型経 ロセフ ェム剤 で,内 服後 腸管 組織 の エ ステ ラー ゼ

により加 水分解 され,抗 菌 活性 体ME1206と して循環

血液中へ移行 す るプ ロ ドラッ グであ る1)。

ME1206の 抗菌 力は グラム陽 性菌 ・陰性 菌の 広範 囲

にお よび,特 に ブ ドウ球 菌 属 に対 す る効 果 は従 来の経

ロセフェム剤に比 べ優 れ て い るこ とがin vitroに お い

て確認されて いる2)。

今回われわれ は本剤 を5例 の皮 膚 ・軟部組 織感 染症

治療に使 用,臨 床 効果 と安 全性 を検 討 し,外 科領 域感

染症におけ る本剤 の有 用性 を示 唆 す る結 果 を得 たの で

報告 す る。

対 象 は平 成1年10月 か ら平成2年3月 まで の 当院

外科 通院 患者5例 で,男 性4例,女 性1例 であ り,年

齢 は21歳 か ら61歳 で あ った。 感染 症 の内訳 は肛 門周

囲膿 瘍2例,感 染性 粉瘤1例,右 急性鼠 径 リンパ節 炎

1例,右 急性化 膿性 乳腺 炎1例 であ り,肛 門周囲膿 瘍

の1例 が再 発 を くりか えす慢性 例 の急性 増悪例 で あ っ

た以 外,全 例 が初発 急性例 であ った。

本 剤の 投与 は患者 本 人 よ り治験参 加の 同意 を得 た う

えで 実 施 し,用 法 ・用 量 お よ び投 与 期 間 は1回200

mg,1日3回,1～2週 間 の 食後投与 と した。

Table 1. Clinical results of ME1207 treatment

* 106 bacteria/ml
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臨床効 果の 判定 は,外 科 的処 置の 有無 にか か わ らず

本 剤投与 開始 後3日 以 内に 感染症 に 関連 あ る 自他覚 所

見項 目の1/2以 上 の改善 お よ び投 与終 了 時に全 項 目の

消失 を認 め た もの を「著効 」,5日 以 内に1/2以 上 の改

Case no.1 (duration: 7 days)Case no.2 (duration: 14 days)

Infected atheroma Lymphadenitis

Case. no.3 (duration: 7 days)Case. no.4 (duration: 7 days)

Periproctal abscess Periproctal abscess

Case. 5 (duration: 16 days)

Mastitis

Fig. 1. Changes of subjective and objective symp-

toms.

善 を認め た もの を 「有効 」,1/2以 上 の改善 に6日 以上

を要 した もの を「やや 有効 」,不 変 または増 悪 したもの

を 「無効 」 と して4段 階 で行 った。

また排膿 を行 った症 例 は,膿 中の菌検 索 を実施 して

起 炎菌 を決 定 し,投 与後 の菌検 索結果 または排膿の有

無に よ り細 菌学 的効 果 を 「消失 」,「減 少」,「菌交代」,

「不変 」
,「不 明」 の いずれ か で判 定 した。

安 全 性は,本 剤投 与に起 因す ると考 え られ る副作用

の発現 の有 無 につ いて観察 を行 うと ともに,可 能な限

り投与 前後 にお い て臨床検査 を実 施 し,検 査値の推移

を調査 した。

検 討 した症 例 の概要 と成績 をTable1に,ま た 自他

覚所 見 の推移 をFig.1に 示 した。

症 例1は 背部感 染性粉 瘤 の患者 で,切 開排 膿後に本

剤 を投 与 し3日 目に は全 ての 自他覚 所見 が消失 し,著

効 と判 定 し た。 膿 中 よ り,コ ア グ ラ ー ゼ 陰性S孟a-

p勿lococcusが 分 離 され たが,7日 間の本剤投 与終 了時

に は排 膿 を認め ず細菌 学的効 果 は消失 とした。

症 例2は 右 急性 鼠径 リンパ 節炎 の患者 で,本 剤投与

開 始3日 目に全 ての 自他 覚所 見の消 失 または改善 を認

め,体 温,白 血球 数CRPが 正常化(Table2)し た

こ とよ り著効 と判 定 した。

症 例3,4は いずれ も中等 症の肛 門周囲膿瘍の症例

であ るが,前 者 は初発 急性例,後 者 は慢性経過例の急

性増 悪 であ った。 症例3は 本 剤投与 開始2日 目で全て

の 自他覚 所 見に改善 を認め,5日 目には全 て消失 した

ため 著効 と した。 一方,症 例4は 本剤 投与開始5日 目

に はほ とん どの 自他 覚所 見 は消失 したが,投 与開始1

日目に排 膿増 量が 認め られ たためやや 有効 とした。両

症 例 と も切 開 排 膿 を施 行 し,膿 中 よ りそれ ぞれEs-

cherichia coli, Streptococcus agalactiaeとEcoliが

分離 されたが,投 与終 了時に は排膿 は消失 してお り,

細菌 学的効 果 は消 失 であ った。

症例5は 右 急性 化膿性 乳腺 炎の症例 で,初 診時すで

に 自潰排 膿 して いた。本 剤投 与開始3日 までに全ての

自他 覚所 見の 消失 または改善 を認め,著 効 と判定 した,

Table 2. Laboratory findings before and after administration of ME1207

before treatment

after treatment
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膿中 よ りPropionibacterium acnes, Peptostreptococcus

magnus が検 出 され,本 剤7日 間投 与後 に 膿 の消 失 を

認めたため細 菌学 的効 果 は消失 と した。

以上,臨 床 効果 は著 効4例,や や 有効1例 の成 績 で

あ り,細 菌学 的効 果 は不 明の1例 を除 き全例 消 失 とい

う結果で あった。

安全性に 関 しては,検 討 した5例 全例 に 本剤 に起 因

する自他覚 的な副 作用 は認 め られ なか っ た。 また,投

与前後 に 臨 床 検 査 が 可 能 で あ っ た2例 の 検 査 値 を

Table2に 示 したが,い ず れ も全項 目に異常 変動 は確

認され なか った。

ME1207は 抗 菌 スペ ク トルが 広 く,嫌 気性 菌や ブ ド

ウ球菌に対 して も有効 とされ,各 領 域 の感染 症 に効 果

が期待 され る。今 回 われ われ が検討 した皮 膚 ・軟 部 組

織感染症の うち4例 か ら ブ ドウ球 菌,嫌 気性 菌 を含 め

6株 が分離 され全 て消 失 した こ とは,本 剤 の特徴 を示

す もの と考 え られ る。

臨床効果 は著効4例,や や有 効1例 の良 好 な成 績 で

あった。著効4例 の うち外科 的 処 置 を施 した ものは2

例であ り,切 開の 有無 と臨 床効 果 の関係 は 明確 では な

かった。やや 有効 と した1例 は年2回 程 度 の再発 を く

りか えす肛 門周 囲膿瘍 の急性 増悪例 で,根 治手術 を必

要 とす る病 態に あ り,抗 菌剤 投与 の臨床 効 果の 限界 を

示 す もの と考 え られ た。

本剤投 与 に よる と考 え られ る副 作用 お よび臨床検 査

値 異常 は認 め られず,1な い し2週 間程 度 の投与 で あ

れ ば特 に安全 性 に問題 は ない もの と判 断 された。

今 回の検討 は5例 であ るため,本 剤 の有用 性 を明 ら

か にす るに は十分 な例数 で はな いが,経 口剤 投与 が対

象 となる外 来の皮 膚 ・軟 部組 織感染 症 に対 し本剤 は有

用 な治療 薬 であ るこ とが示唆 され た。
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CLINICAL STUDIES ON ME 1207 IN SURGICAL INFECTIONS
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We performed clinical studies on ME 1207, a new ester oral cephalosporin, in 5 patients with

surgical skin and soft tissue infections. ME 1207 was administered in a daily dose of 200 mg t.i.d.

for 7-16 days. Clinical efficacy was excellent in 4 and fair in 1 case; causative bacteria were

eradicated in 4 and unknown in 1 case. No adverse reactions or abnormal laboratory data related to

ME 1207 administration were observed.


